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･ ･

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症症

の
影
響
に
よ
り
行
事
等

の
影
響
に
よ
り
行
事
等
がが
変
更
・

変
更
・

延延
期期
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
りり

ま
す
の
で

ま
す
の
で
、、
申
し
込
み
・
参
加

申
し
込
み
・
参
加
等等

を
す
る

を
す
る
場場
合
に
は
主
催
者
に
ご

合
に
は
主
催
者
に
ご
確確

認
願
い
ま
す

認
願
い
ま
す
。。

ま
た
、
行
事
等
で
の
感
染
予

　
ま
た
、
行
事
等
で
の
感
染
予
防防

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

万
４
７
０
０
円

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▼
敷
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月
分

▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
５

０
０
円
）。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
▼
締
め
切
り
　
２
月
　
日
（
火
）

１５

　
　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
・
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
新
規
募
集
住
宅

▽
住
宅
区
分
　
公
営
住
宅
　

▽
地
区
名
　
文
珠
高
台
団
地

▽
住
宅
番
号
　
M
H
８
ー
　１２

▽
種
　
別
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
面
　
積
　
　
㎡
７８

▽
基
本
家
賃
　
２
万
５
千
円
～
６

市
営
住
宅
入
居
者
募

市
営
住
宅
入
居
者
募
集集

自
衛
官
募

自
衛
官
募
集集

　
防
衛
省
で
は
、
令
和
４
年
度
の

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
共
通
項
目

▼
受
付
期
間
　
第
1
回
　
３
月
１

日
（
火
）
～
４
月
　
日
（
木
）、

１４

第
2
回
　
３
月
１
日
（
火
）
～

６
月
　
日
（
木
）

１６

▼
試
験
日
　

▽
1
次
試
験
　
一
般
、
歯
科
、
薬

剤
科
（
第
1
回
　
４
月
　
日
２３

（
土
）、
第
2
回
　
６
月
　
日
２５

（
土
））、
海
上
・
航
空
自
衛
隊
飛

行
要
員
（
4
月
　
日
（
土
）
～

２３

　
日
（
日
）
の
２
日
間
）

２４
▽
２
次
試
験
　
第
１
回
　
５
月
　２７

日
（
金
）
～
６
月
２
日
（
木
）

の
う
ち
指
定
す
る
日
、
第
２
回

８
月
１
日
（
月
）
～
７
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

▽
３
次
試
験
（
海
・
空
飛
行
要
員

の
み
）　
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
一
般
幹
部
候
補
生
（
海
上
・
航

空
自
衛
隊
は
飛
行
要
員
を
含

む
）

▼
応
募
資
格
　
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

２０

２８

の
方
（
一
部
応
募
資
格
条
件
あ

り
）

■
歯
科
幹
部
候
補
生

▼
応
募
資
格
　
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

２０

３０

方
、
入
校
日
ま
で
に
歯
科
医
師

国
家
試
験
に
合
格
し
て
い
る
方

■
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

▼
応
募
資
格
　
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

２０

２８

方
、
入
校
日
ま
で
に
薬
剤
師
国

家
試
験
に
合
格
し
て
い
る
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
自

衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
滝
川

地
域
事
務
所
（
緯
２
２
・
２
１

４
０
）、
左
記
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
等
の
影
響
に
よ
り
、
受
付
期

間
及
び
試
験
日
が
変
更
・
延
期

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

s://w
w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
c

o
/sa
p
p
o
ro
/

）
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
自
衛
隊
札
幌
地
方

協
力
本
部
滝
川
地
域
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲自衛官等
　インターネット
　応募サイト



17 令和４年２月号
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………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
はは

前
納
す
る
と
お
得
で

　
前
納
す
る
と
お
得
で
すす

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

一
定
期
間
分
を
ま
と
め
て
前
納
す

る
こ
と
に
よ
る
割
り
引
き
が
あ
り
、

現
金
（
納
付
書
）
の
ほ
か
に
、
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

か
ら
選
択
で
き
、
納
付
方
法
や
前

納
期
間
な
ど
に
よ
り
割
り
引
き
額

が
変
わ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
分
保
険
料
の
口
座

か
ら
の
前
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

２
月
末
ま
で
の
受
け
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）
ま
た
は
砂
川
年
金

事
務
所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）

国
民
年
金
の
手
続
き

国
民
年
金
の
手
続
き
がが

必
要
な
と

　
　
　
　
　
必
要
な
と
きき

　
国
内
に
住
む
　
歳
以
上
　
歳
未

２０

６０

満
の
全
て
の
方
は
、
年
金
制
度
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
表
の
よ
う
な
と
き
は
、
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
被
保
険
者
の
種
別

▽
第
１
号
被
保
険
者
　
国
民
年
金

手続き先種別の動き手続きが必要なとき

第２号被保険者の勤務先未加入から
　　第３号被保険者へ

第２号被保険者に扶養されている配偶者が２０歳になったと
き

配偶者の就職先第１号被保険者から
　　第３号被保険者へ

夫婦ともに国民年金に加入していたが、配偶者が就職して扶
養されるようになったとき

戸籍保険グループ
（市役所１階）

第２号被保険者から
　　第１号被保険者へ第２号被保険者が、６０歳になる前に退職したとき

扶養する側の勤務先第２号被保険者から
　　第３号被保険者へ

夫婦ともに第２号被保険者だったが、片方が退職し、配偶者に
扶養されるとき

戸籍保険グループ
（市役所１階）

第２号被保険者に扶養されていたが、その第２号被保険者が
退職したとき

第３号被保険者から
　　第１号被保険者へ

年金受給資格のある第２号被保険者が６５歳になり、その人に
扶養されていた配偶者が６０歳未満のとき

配偶者の勤務先及び戸籍保
険グループ（市役所１階）

パート収入が１３０万円を超えたときなど、配偶者の扶養でな
くなったとき

加
入
者

▽
第
２
号
被
保
険
者
　
厚
生
年
金

・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者

▽
第
３
号
被
保
険
者
　
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
神
威
児
童

セ
ン
タ
ー
内
に
学
童
保
育
室
を
設

置
し
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
に
よ

り
不
在
の
場
合
、
下
校
後
の
児
童

を
預
か
り
生
活
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
利
用
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
　
員
　
　
名
１５

▼
対
　
象
　
歌
志
内
学
園
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童

▼
経
　
費
　
お
や
つ
代
及
び
父
母

会
費
と
し
て
月
額
２
千
円

▼
申
し
込
み
　
２
月
　
日
（
火
）

１５

　
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
、
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
、
お
勤
め
の
会
社
の
就

業
（
雇
用
）
証
明
書
を
添
付
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
・

４
２
２
３
）
ま
た
は
学
童
保
育

室
（
緯
４
２
・
３
１
９
２
）

学
童
保
育

学
童
保
育
室室
利
用
者
募

利
用
者
募
集集
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市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
電
子
部
品
組
立
工
 

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
下

５９

罫
介
護
員（
支
援
員
）

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

茎
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

荊
現
場
作
業
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
～
　

１８

５９

　
歳

蛍
訪
問
介
護
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
介
護
員（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （（
１１
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１２１２

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
に
立
ち

向
か
う
社
会
全
体
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

　
２
月
１
日
～
３
月
　
日
は
サ
イ

１８

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
で
す
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
、
次
の
対
策
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

茨
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
自
分

自
身
で
し
っ
か
り
管
理
し
ま
し

ょ
う
。

芋
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

鰯
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
 

（
Ｏ
Ｓ
）
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
は
常
に
最
新
の
状
態
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

允
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
の
添

付
フ
ァ
イ
ル
や
U
R
L
は
開
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

赤
歌
警
察
署
か
ら

赤
歌
警
察
署
か
ら
ののお

願

　
　
　
　
　
　
　
お
願
いい

印
不
要
な
ア
プ
リ
や
信
頼
の
お
け

な
い
サ
イ
ト
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

咽
定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー

タ
を
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

員
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買

い
物
で
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本

物
か
ど
う
か
よ
く
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、

一
つ
の
対
策
を
講
じ
れ
ば
大
丈
夫

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

複
数
の
対
策
を
併
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
北

　
冬
型
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

茨
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し

ょ
う
。

芋
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

鰯
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危

険
で
す
。

允
交
差
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

印
悪
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

　
違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ
う

な
障
が
い
等
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

茨
道
路
が
狭
く
な
り
、
通
行
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

芋
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

鰯
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。

允
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

印
除
排
雪
作
業
の
障
が
い
に
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
・
０
１
１
０
）

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
北
洋
銀

行
本
・
支
店
の
窓
口
に
て
市
税
や

住
宅
使
用
料
等
本
市
の
公
金
を
納

付
す
る
場
合
、
１
件
に
つ
き
８
８

０
円（
税
込
み
）の
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

　
次
の
金
融
機
関
で
は
、
引
き
続

き
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
北
門
信
用
金
庫
本
・
各
支
店

▽
北
海
道
銀
行
本
・
各
支
店

▽
北
海
道
労
働
金
庫
本
・
各
支
店

▽
道
内
郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ

　
銀
行

※
な
お
、
郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
で
は
市
税
及
び
住
宅
使

用
料
以
外
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２

１
７
）

市
税
及
び
使
用
料
等
の

市
税
及
び
使
用
料
等
の
納納

付
先
の
変
更
の
お
願

付
先
の
変
更
の
お
願
いい

海
道
警
察
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
北

海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

滑
北
海
道
警
察
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
」
Q
R
コ
ー

ド
滑
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
北
海
道
警

察
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
座
」

Q
R
コ
ー
ド

■
冬
道
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
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無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離

婚
、
相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
２
月
１
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

林
　
順
敬
弁
護
士

▽
２
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１５

１０

１２

渡
部
　
敏
広
弁
護
士

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

　好きなおもちゃは
パン屋さんごっこの
おもちゃで、好きな
食べ物は、しらすの
おうどんや、お味 噌 

そ

汁です。体を動かす
のが好きで、お兄ち
ゃんと一緒に走り回
ったりして元気に遊んでいます。
　将来は、健康で優しい子に育ってほしいです。

　
北
海
道
の
少
子
化
は
全
国
を
上

回
る
速
さ
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
急
速
な
少
子
化
に
よ
り
、

子
ど
も
自
身
の
健
や
か
な
成
長
は

も
と
よ
り
、
社
会
経
済
や
社
会
保

障
制
度
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
そ
こ
で
北
海
道
で
は
、
道
民
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
少
子
化
対
策

を
推
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
目
的
、

基
本
理
念
、
基
本
施
策
等
を
明
確

に
し
た
全
国
初
と
な
る
「
北
海
道

子
ど
も
の
未
来
づ
く
り
の
た
め
の

少
子
化
対
策
推
進
条
例
（
通
称

「
北
海
道
子
ど
も
未
来
づ
く
り
条

例
」）」
を
制
定
（
平
成
　
年
　
月

１６

１０

　
日
公
布
施
行
、
北
海
道
条
例
第

１９　
号
）し
て
い
ま
す
。

９０　
な
お
、
条
例
の
内
容
等
に
つ
い

北
海
北
海
道道

子
ど
も
未
来
づ
く
り
条

子
ど
も
未
来
づ
く
り
条
例例

て
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
保
健
福

祉
部
子
ど
も
未
来
推
進
局
（
緯

０
１
１
・
２
０
４
・
５
２
３
５
）

　
か
も
い
岳
ス
キ
ー
学
校
で
は
ジ

ュ
ニ
ア
、
級
別
検
定
受
験
希
望
者

を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
か
も
い
岳
ス
キ
ー

連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ス
キ
ー

学
校
」
を
参
照
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　
２
月
　
日
（
金
）、　

１１

１９

日
（
土
）、
3
月
５
日
（
土
）、
６

日
（
日
）　

▼
問
い
合
わ
せ
　
か
も
い
岳
ス
キ

ー
学
校
　
担
当
・
西
野
（
緯
０

９
０
・
9
0
8
5
・
８
２
１
６
）

　
か
も
い
岳
ス
キ
ー
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ（h

ttp
://w
w

w
7
.p
la
la
.o
r.jp
/k
a
m
o
i

d
a
ke
-ski/in

d
e
x
.h
tm
l

）

ス
キ
ー
の
検
定
対
策
講

ス
キ
ー
の
検
定
対
策
講
習習

会
の
開
催
に
つ
い

会
の
開
催
に
つ
い
てて▲かもい岳スキー

　連盟ＱＲコード

　
市
で
は
、
高
齢
者
外
出
支
援
交

通
機
関
利
用
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
西
出
ハ
イ
ヤ
ー
の

営
業
時
間
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
有

効
期
限
は
３
月
　
日
ま
で
と
な
っ

３１

て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
営
業
時
間
　
午
前
７
時
～
翌
朝

午
前
２
時
（
受
付
は
午
前
１
時

　
分
ま
で
）

３０
※
受
付
終
了
時
間
の
間
近
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め

の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
電
話

▽
歌
志
内
営
業
所
　
４
２
・
３
３

２
２

▽
赤
平
営
業
所
　
３
２
・
２
２
５

５
※
歌
志
内
営
業
所
へ
電
話
し
た
場

合
、
赤
平
営
業
所
に
転
送
さ
れ

ま
す
。〈

福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
〉

西
出
ハ
イ
ヤ

西
出
ハ
イ
ヤ
ーー

営
業
時
間
の
お
知
ら

　
営
業
時
間
の
お
知
ら
せせ
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
電
話
４
２
・
３
２
１
４
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税
　
　
　
　
　
　

▽
茨
城
県
　
匿
名
　
現
金
２
万
５

千
円

▽
茨
城
県
　
匿
名
　
現
金
１
万
円

■指定ごみ袋取扱店一覧

　
大
規
模
地
震
や
武
力
攻
撃
と
い

っ
た
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り
国
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
の

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
歌
志
内

市
が
実
施
す
る
試
験
放
送
等
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
試
験
放
送
及
び
訓
練
メ
ー
ル
配

信
日
時

▼
日
　
時
　
２
月
　
日
（
水
）　

１６

１１

時
ご
ろ

J
ア
ラ
ー

J
ア
ラ
ー
トト

全
国
一
斉
試
験
放

全
国
一
斉
試
験
放
送送

▼
消
防
の
放
送
　
市
内
各
所
に
設

置
し
て
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

日
ご
ろ
の
放
送
と
同
じ
く
ら
い

の
音
量
で
次
の
内
容
を
放
送
し

ま
す
。

▽
放
送
内
容

・
こ
ち
ら
は
、
歌
志
内
市
役
所
で

す
。

・
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
試

験
放
送
で
す
。

※
繰
り
返
し

▼
登
録
制
メ
ー
ル
　
登
録
制
メ
ー

ル
「
防
災
情
報
」
の
配
信
登
録

者
に
訓
練
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま

す
。

▽
メ
ー
ル
配
信
文

・
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。

※
２
月
　
日
に
、
訓
練
周
知
の
メ

１５

ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
・
３
２

１
２
）

　
北
方
領
土
は
、
我
が
国
民
が
父

祖
伝
来
の
地
と
し
て
受
け
継
い
で

き
た
土
地
で
す
。

　
領
土
問
題
の
解
決
に
は
長
い
時

間
と
労
力
が
必
要
で
す
が
、
日
本

の
北
方
領
土
返
還
要
求
の
正
当
性

を
世
界
各
国
に
訴
え
、
返
還
に
向

け
た
良
好
な
国
際
環
境
を
作
り
あ

げ
る
た
め
、
国
際
世
論
へ
の
呼
び

か
け
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
国
・
道
・
市
町
村
と
関
係
団
体
で

は
、
北
方
領
土
の
日
を
中
心
と
し

た
１
か
月
間
を
特
別
啓
発
期
間
と

し
て
、
全
国
各
地
で
領
土
返
還
に

関
す
る
啓
発
事
業
や
署
名
活
動
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
領
土
問
題
は
、
国
民
共
通
の
課

題
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
と

も
に
、
返
還
要
求
運
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

〈
庶
務
グ
ル
ー
プ
〉

２
月
７
日

２
月
７
日
はは北

方
領
土
の

北
方
領
土
の
日日

　
令
和
４
年
度
の
交
通
災
害
共
済

の
加
入
受
け
付
け
が
２
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　
こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員

が
万
一
交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合

に
、
会
員
相
互
が
出
し
合
っ
た
会

費
か
ら
、
事
故
の
程
度
に
応
じ
て
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
及
び
期
日

　
加
入
希
望
の
方
は
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費

と
と
も
に
次
の
場
所
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
各
町
内
（
自
治
）
会
へ
の
申
し

込
み
　
３
月
１
日
（
火
）
ま
で

交
通
災
害
共

交
通
災
害
共
済済加

入
者
募

　
　
　
　
　
加
入
者
募
集集

▽
北
門
信
用
金
庫
（
中
空
知
管

内
）
へ
の
申
し
込
み
　
随
時

▽
市
役
所
会
計
窓
口
（
北
門
信
用

金
庫
）
へ
の
申
し
込
み
　
随
時

※
申
込
書
は
、各
町
内（
自
治
）会
・

北
門
信
用
金
庫（
中
空
知
管
内
）・

市
役
所
会
計
窓
口（
北
門
信
用
金

庫
）・
環
境
交
通
グ
ル
ー
プ
に
も
あ

り
ま
す
。

▼
会
費
　
１
人
に
つ
き
４
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
指
定
ご
み
袋
は
左
表
の
店
舗
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
収
集
日
、
ご
み
袋
の
料
金

に
つ
い
て
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
み
の
分
別
に
今
後
も
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

指
定
ご
み
袋

指
定
ご
み
袋
のの

取
扱
店
に
つ
い

　
　
　
取
扱
店
に
つ
い
てて

店　　　名地区
セイコーマート歌志内東光店東光
明円工業㈱歌志内給油所、連合北海道歌志内地区連合会本町
肉の木村歌神
イワタニセントラル北海道㈱歌志内営業所、㈲マルサ
酒井商店、永田商事㈱神威

㈱歌志内振興公社チロルの湯中村
加藤建設㈱、㈲安田総合保険企画、㈲ケア・サポート
２１、セイコーマート歌志内店文珠

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
義
務
教
育
の
就
学
が

困
難
な
児
童
生
徒
に
、
学
用
品
費

な
ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
歌
志
内
学

園
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
入
学
児
童
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
か
ら
保
護
者
宛
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
書
き
方
や
制
度
内
容

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ

就
学
援
助
制

就
学
援
助
制
度度

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
・

４
２
２
３
）


